
●本人確認書類 
 下記のいずれかを同封する。 

 ・運転免許証のコピー 

 ・健康保険証のコピー 

 ・年金手帳のコピー 

 ・マイナンバーカードのコピー 

●振込先金融機関口座確認書

類 
 下記のいずれかを同封する。 
 ・通帳のコピー 

 （口座番号が書かれた部分） 

 ・キャッシュカードのコピー 
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電話番号は準備中です 

●郵送申請 

  ５月２９日（金）～ 
 

  支給開始日 

  ６月１２日（金）予定 

●オンライン申請 

  ５月１３日（水）～ 
 

  支給開始日 

  ５月２５日（月）予定 

 

 

注意！ 
給付金はいらない人が 

×印を記入する欄です。 

給付金が必要な人は 

記入してはいけません 



◆マスク・除菌など衛生資材の不足  
 

◆感染防止のため外出自粛によるストレス 

●医療関係者全員が確実にウイルスから自分自身を守れ

るよう衛生物資を安定供給してほしい。 
 

●保育士で妊娠中ですが、出勤するのが怖い。 
 

●スーパーに勤務しているが、コロナ手当が５０００円

出ているが、客が多く手当どころではない。 
 

●外出できないので認知症にならないよう励んでいる。 
 

●除菌シート、スプレーなどが家計の負担だ。 

◆ＰＣＲ検査を手軽に受けられる体制整備 
 

◆医療崩壊させない体制と医療従事者への感謝 

●コロナ検査は発熱が4日以上という基準を改めるべき。 
 

●発熱専門外来、ドライブスルー式ＰＣＲ検査を各区に設

置してほしい。 
 

●抗体検査を義務化してほしい。 
 

●感染経路が不明の場合は不安が増大するので、無症状の

人が広げる危険性あるので検査体制をひろげてほしい。 
 

●東京で暮らす我が子は発熱の症状があるのに、検査して

もらえなかった。 
 

●ＩＣＵの確保、医療従事者へのマスク、防護服など医
療従事者の感染防止に手立てを尽くすべきだ。 

◆学力低下と不登校・いじめが心配 
 

◆ストレスで兄弟げんかが増えた 

●子ども二人が休校、給食がなく昼ご飯の出費が痛い。毎

日カレー、親は豆腐でしのいでいる。 
 

●オンライン学習の環境を整えてほしい。 
 

●子どもが安心して体を動かせる場所を設けてほしい。 
 

●週一回でも登校し、友達と会えるようにしいほしい。 

◆コロナで仕事を失った。お金がないと生活でき 

 ない。補償してほしい  
 

◆賭博は中止すべき 

●失業者を雇用する仕組みをつくってほしい。 
 

●大学生・高校３年生が就職できるのか不安 
 

●安心できる金額のお金を自粛・休業で減収した人に届

けてほしい。財政は何年かけてでも返済すればよい。 
 

●仕事を失い、家賃が払えない。 
 

●飲食・宿泊業でけでなくイベント業など他の業種にも

目をむけてほしい。 

◆国の取り組みが遅すぎる。 
 

◆１０万円の給付金一回では足りない。 

●相手はウイルスであり法律が、手続きがと言っている

場合ではない。国民の顔色を見ながら判断せず、対策を

素早く打ち出してほしい。 
 

●コロナから身を守ることも大切だが、普通の暮らし、

国民全員が衣食住に困らない程度に生活できるように対

策してほしい。 
 

●コロナ２派・３派と地震・津波・豪雨の同時発生に、

いかに備えていくのか自治体の役割が大きい。 
 

●自動車税の納期を9月までにしてほしい。 

●マスクを配布するより、保健師、技師、医師を増やし

てほしい。 
 

●議員の歳費を減らして補助金の財源にあてる。 

青年と、広島市立大学への緊急支援を求め申し入れ 4/24 

 4月24日、日本共産党市議団は、市長に申し入れを行い

「新型コロナウイルス感染拡大防止によりアルバイト先

を失い苦境にたつ学生への奨学金制度の創設、オンライ

ン授業を受講する環境整備の費用支援」を求めてきまし

たが、要求が実現しました。 
 

●コロナで生活に困窮する学生に一人3万円の奨学金を給 

  付・６月中旬から順次給付 
 

●自宅のインターネット環境整備に一人8000円を補助 


